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１ ブラジル人第二世代の進学

• 2000年国勢調査のオーダーメイド分析より［鍛冶 2011］

– ブラジル国籍の高校在学率が極端に低い

– 大学在籍率は男女ともほぼ０％

• 2010年国勢調査のオーダーメイド分析より［高谷他 2015］

– ブラジル国籍でも大学進学を果たす者が確認できる

– （夢ではなく目標として）大学進学を志す時代が到来

• 静岡県教育委員会の非公開資料より
– 県内の進学校（全日制）にもブラジル籍の生徒が在籍

• 静岡県西部地域の大学では在籍の情報も［池上 2014a］

– しかし在籍状況の制度的・体系的把握は困難

• 【参考】ブラジル人学校出身者が日本で大学進学する傾向も［鎌田 2015］

– 日本国内でブラジル人学校を卒業した生徒たちが、日本の大学卒業資格取得を目指す
ようになっている。

– こうした傾向が見られるようになってきたのは最近のことで、彼らはブラジル本学への帰
国を前提にブラジルの初等教育と中等教育を受けてきたにもかかわらず、計画を変更し
て日本に定住しようとしている。



２ 浜松市における教育の現状と取り組み
（詳細は浜松市教委提供資料を参照）

• 外国籍児童生徒の53％がブラジル籍

– 一方、フィリピン籍の増加傾向が顕著

• 日本生まれ日本育ちが増える傾向

– 2014年4月の小１は69％が日本生まれ日本育ち

• 浜松市立高校にインターナショナルクラス

– 進学を目指す教育

• 市内２ヶ所でステップアップクラス

– 外国人中学生のための日本語・学習支援
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３ 静岡文化芸術大学
Shizuoka University of Art and Culture （SUAC）

• 静岡県が浜松市中心部に設置。

• 公設民営で2000年開学。2010年に県立大に。

• ２つの学部（1学年300名定員の小規模大学）

– 文化政策学部

・・・国際文化学科、文化政策学科、芸術文化学科

– デザイン学部

・・・デザイン学科

• 国際文化学科に日系ブラジル人の教授。

• 日系ブラジル人の准研究員。

• 現在約十数名のブラジル人第二世代の学生が在籍。
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４ 静岡文化芸術大学の南米系第二世代の学生たち

◇ 外国人入試枠なし
◇ 2006年度に初めて入学
◇ 2011年度以降、毎年数名
◇ 地域活動の担い手としても活躍

はままつグローバルフェア（2013年2月10日） 5

入学
年度

文化政策
学部

デザイン
学部

2006 1

2007

2008 2

2009

2010

2011 2

2012 4

2013 4

2014 4

2015 2



５ バイリンガル絵本プロジェクト
ブラジル人学生による家庭訪問ヒアリング［池上 2014b］

静岡文化芸術大学のブラジル人学生がバイリンガル絵本でつながったブラジル人小学生
の家庭を訪問。質問紙を用いたポルトガル語でのヒアリング調査を通して、子どもの進学
をめぐる保護者の考えを探る。

実践研究としての３つの目的

【目的１】 保護者にとって

ブラジル人の子どもの日本での

教育達成の具体例を知る

【目的２】 小学生にとって

ロールモデルとの出会いが

学びの動機を高める

ロールモデルのデリバリー

【目的３】 大学生にとって

自分の持つバックグランドの社会

的意義を実感しエンパワーメント

6NHK静岡放送局「たっぷり静岡」



６ ブラジル人第二世代の格差拡大のモデル

第一世代 第二世代

大学に進学し、語学力や
異文化適応能力を生かして、
大企業の総合職として活躍する
グローバル人材［池上・上田 2014］

日本語はおろかポルトガル語も
中途半端な一方、
日本での生活に慣れ、
親世代が従事していた重労働に
耐えられずバイトでつなぐ底辺層

日本語がある程度できて、
高校や専門学校を卒業し、
比較的安定した職場で働く
労働者

日本語が中途半端で、
親世代のデカセギスタイルから
抜け出せない間接雇用の
工場労働者
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